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１． はじめに 

コンピュータ上で，アニメーション画像やイ

ラスト画像など，実写ではない画像を扱うケー

スがしばしば見られる．これらの画像の情報量

を削減するために，減色処理が行われるが，従

来法である誤差拡散法[1]は，画像の平坦部分に

対して誤差の拡散を生じるため，非実写画像の

可逆圧縮の前処理[2]には不向きである． 

そこで，非実写画像向けの減色処理法の研究

を行っている[3][4]．過去の研究成果により良好な

結果が得られたが，提案手法で最も良好な性能

を示した「改良エッジ検出法」は，「ユークリ

ッド距離の閾値(the)」，「最小二乗法を行う範

囲(nmax)」，「エッジ検出の閾値(ths)」の 3 つの

値を設定する必要がある．これらの値を自動的

に決定するか，あるいは設定し直すことができ

れば，閾値の初期設定に画質や圧縮率が依存し

にくいアルゴリズムが実現すると考えられる． 

２． 従来法(誤差拡散法)と非実写画像向け(改

良型エッジ検出法)の減色アルゴリズム 

2.1. 誤差拡散法 

誤差拡散法は，減色に伴う誤差を周囲の画素

に分配し，分配した値に基づいて周囲の画素値

を決定する減色法で，最もよく知られた手法の

一種である．この他にも，閾値処理により画素

値を割り当てる閾値法や，閾値に乱数を加える

ランダムディザ法等があるが，閾値法では自然

な画像が再現されず，ランダムディザ法では乱

数により画質が乱れる場合がある． 

2.2. 改良エッジ検出法 

下記のような画素値の決定手順を，画像の左

上の画素から順にすべての画素において実行す

る．この手法では，「ユークリッド距離の閾値

the 」，「最小二乗法を行う範囲 nmax」，「エッ

ジ検出の閾値ths 」の三つが必要となる．  

(1) 着目画素の上下左右方向に向けてエッジの

検出を行い，エッジの手前までを計算範囲 

として(2)の処理へと進む． 

(2) 着目画素の上下左右方向における画素値の

傾きと切片を最小二乗法に基づいて算出し，

算出した傾きと切片をもとに，パレットか

ら一番近い画素値を求める．これら４つの

値のうちいずれかが異なる場合，誤差拡散

法の実行結果を減色後の画素の確定値とし，

(4)へ進む．すべてが同じ値の場合，(3)へ

進む． 

(3) 元画像の画素値と周囲の画素から誤差拡散

を受けた画素値のユークリッド距離を求め

る．求められた値が閾値未満の場合，元画

像の画素値をもとに，画素を選択する．閾

値以上の場合，誤差拡散法の実行結果を減

色後の画素の確定値とする． 

(4) 減色前後の画素値の誤差を算出し，減色後

の画素値が決定していない周囲の画素にあ

らかじめ決められた割合で分配し，次の画

素の処理に進む． 

３． 閾値(the)の設定法 

 the は誤差拡散法と閾値法のいずれを行うかを

決定するパラメータである．提案手法は，画像

全体について両手法による処理を比較して，誤

差拡散法による画素値の変化の大きい画素を，

閾値法的処理の対象外とするように，the を決定

する方法である． 

(1) 適当な the で，改良エッジ検出法で減色．そ

の際，the による閾値処理をしている部分に

おいて，閾値処理の比較対象になる値の分

布を記録する． 

(2) (1)で記録された分布をもとに，値の大きい

P%にあたる値を取り出し，これを新たな the
とする． 

(3) 新たな the をもとに，改良エッジ検出法を実

行する． 

４． 実験 

提案手法を，イラスト，写真，アニメ画像の 3

つの画像で試した．その際，P=10とした． 

まず 3 つの画像について，the による閾値処理

の対象となる値の分布を，実験により求めたと

ころ，図 1，2，3 のようになった．点線が引か
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れているところが，10％の境界である． 

the による閾値処理の対象となる値の分布は小

さい値が多いため，これらの図から，3 節の方法

により，the を決定したときの the の値は，概ね

10 以下となることが分かる．それぞれの画像の

theの最適値と，theを 0(誤差拡散法)及び最大値

である 255 で設定したときの画像のデータ量，

そして 3 節の方法で設定したときの画像の圧縮

後のデータ量を表１に示す．この結果を見ると

10 以下の小さな the の値で，the を最大にした場

合に近い結果が得られることが分かる． 

 

 
図 1 写真画像の分布 

 

 
図 2イラスト画像の分布 

 

 
図 3アニメ画像の分布 

 

 

５． まとめ 

本稿では，過去に提案した減色処理法「改良

エッジ検出法」について，適切な閾値の設定法

を検討するため，閾値処理する値の分布を取得

し，取得した分布をもとに，閾値を設定した．

その結果，10 以下の小さな the の値で，the を最

大にした場合に近い結果が得られることが分か

った． 

今後の課題として，他のパラメータの設定法

についての検討があげられる． 
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表 1  提案手法による圧縮後のデータ量 

 写真 イラスト アニメ画 

画像種類 919 132 raki3 

最適値 6.8 3.3 7.3 

the=0 1.59MB 185KB 445KB 

the=255 1.56MB 177KB 426KB 

提案手法 1.57MB 179KB 433KB 
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